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注目されてきています。これに関して、去る平成 27年 3月 11日に、教養教育リサーチセ
ンター主催による FDシンポジウムがおこなわれました。「大学知におけるアクティブラー
ニング」というテーマのもとで、基調講演・事例発表・パネルディスカッションなど、外部
からの参加者も加えて、活気のある議論が展開されました。一つの報告として、本号に積田
淳史先生の興味ある事例発表が載っております。今後の教養教育おける、主体的・能動的（=
アクティブ）な学習への確立に大いに参考になると思われます。
さらに、本号では、長年本学で教鞭を取られた、味村一樹先生が 27年度で定年退職され
ることとなり、特別寄稿として、先生の玉稿をいただき、掲載することができました。「コ
ンピュ―タ」・「基礎セルフ」等、本学の重要な科目を担当なされ、数々の研究業績を重ねら
れてきました。学生たちにいつも真摯に向かい合って下さいました。本学に貢献なされまし
た先生、本当にありがとうございました。
本号は今回も、大谷弘先生の帰国報告をはじめ、諸先生方の様々な重要な論考を掲載でき
たことによって、将来の「教養教育リサーチセンター」の発展に期待が高まってきています。
今後とも、諸先生方の積極的なご協力のほどをお願いいたします。
